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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期
第３四半期
累計期間

第17期
第３四半期
会計期間

第16期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 6,137,3382,092,3767,997,755

経常利益（千円） 701,566 237,678 856,407

四半期（当期）純利益（千円） 370,156 126,896 417,357

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） － 456,320 456,320

発行済株式総数（株） － 24,580 24,580

純資産額（千円） － 3,146,7012,823,755

総資産額（千円） － 4,237,7734,072,710

１株当たり純資産額（円） － 133,731.46120,006.59

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 15,731.255,392.9717,616.70

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

１株当たり配当額（円） － － 2,000

自己資本比率（％） － 74.3 69.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
412,813 － 727,666

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△236,811 － △543,049

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△27,539 － △116,366

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,016,517868,055

従業員数（人） － 82 82

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であります。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

  

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 82 (586)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であり、臨時雇用者数（契約社員、パートタイマー、アル

バイト）は、当第３四半期会計期間の平均人員を１日８時間換算で（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

(1）仕入実績

当第３四半期会計期間の仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別

当第３四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日）

仕入高(千円) 前年同期比（％）

肉 312,616 －

米 134,149 －

食油・漬物・調味料 109,369 －

野菜・卵 86,597 －

小麦粉・パン粉 36,193 －

酒類・飲料 18,226 －

その他の食材等 108,249 －

合計 805,402 －

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）販売実績

①事業部門別販売実績

当第３四半期会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別

当第３四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日）

売上高(千円) 前年同期比（％）

かつや直営飲食事業 1,304,023 －

かつやＦＣ事業 595,311 －

 ロイヤルティ収入 64,189 －

 加盟金売上高 8,750 －

 食材等売上高 519,502 －

 　その他 2,869 －

その他直営飲食事業 129,830 －

その他の事業 63,211 －

合計 2,092,376 －

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第３四半期会計期間の主要な輸出先及び輸出販売高はありません。
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②地域別販売実績

当第３四半期会計期間のかつや直営飲食事業部門の販売実績を地域別に示すと、次のとおりであります。

地域別

当第３四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日）

売上高(千円) 前年同期比（％）

東京都 579,071 －

神奈川県 197,202 －

埼玉県 262,283 －

千葉県 103,423 －

新潟県 73,695 －

北海道 71,006 －

宮城県 17,340 －

合計 1,304,023 －

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

EDINET提出書類

アークランドサービス株式会社(E03513)

四半期報告書

 5/22



２【事業等のリスク】

    　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

    　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

    　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、米国経済の信用収縮、景気低迷の中、在庫調整の進展と景気対策に

よる需要の回復を受けて、一部製造業で改善の兆しが出ているものの、設備・雇用の過剰感は高止まりしており、先

行き不透明なまま推移いたしました。

　外食業界におきましては、消費者の生活防衛意識や節約志向の高まりによる消費低迷に加え、新型インフルエンザ

に対する警戒心から外出を控えるなど、厳しい経営環境が継続しております。

　このような環境下、当社におきましては、引続き既存店売上高の向上を主眼に、サービスレベルの強化と効果的な

販促活動、デリバリー及びモーニング営業の拡大による利便性の向上などにより顧客満足度の向上に努めてまいり

ました。出退店につきましては、かつや直営店２店舗を新規に出店し、かつやＦＣ店につきましては、高速道路の

サービスエリア内での初出店となります「かつや高坂サービスエリア店」を新規に出店いたしました。その結果、

当第３四半期末における店舗数は、かつや直営店66店舗、かつやＦＣ店78店舗、その他直営店11店舗となりました。

　また、当第３四半期中に閉店が決定された店舗の閉店に伴い発生が見込まれる費用を店舗閉鎖損失として計上い

たしました。

　以上の結果、当第３四半期会計期間における売上高は2,092百万円、営業利益は232百万円、経常利益は237百万円、

四半期純利益は126百万円となりました。 

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、６百万円となりました。

　これは主に、税引前四半期純利益217百万円に加えて、現金支出を伴わない減価償却費43百万円、店舗閉鎖損失16百

万円等があったものの、売上債権が154百万円増加したこと及び法人税等を156百万円支払ったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、55百万円となりました。　

　これは主に、有形固定資産の取得による支出39百万円及び敷金・保証金の支出45百万円がありましたが、保証金の

返還による収入29百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、８百万円となりました。

　これは、預り保証金の受入によるものであります。

　以上の結果、現金及び現金同等物の第３四半期会計期間末残高は、第２四半期会計期間末と比較して40百万円減少

し1,016百万円となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

アークランドサービス株式会社(E03513)

四半期報告書

 7/22



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

①　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、拡充についての重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

　

②　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について完了したも

のは、次のとおりであります。 

事業所名 所在地
 事業部門別
の名称

設備の内容
投資金額

資金調達
方　　法

完了年月
完成後の
増加能力

総額
(千円)

かつや狭山店
埼玉県　

狭山市

かつや直営

飲食事業
店舗設備 31,426自己資金

平成21年

７月
39席

かつやさいたま

町谷店

埼玉県

さいたま市

桜区

かつや直営

飲食事業
店舗設備 39,762自己資金

平成21年

９月
39席

（注）　投資金額には、敷金及び保証金を含んでおります。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 82,000

計 82,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 24,580 24,580 ジャスダック証券取引所 （注）

計 24,580 24,580 － －

　（注）普通株式は全て完全議決権株式であり、株主としての権利内容に何ら限定のない、当社における標準となる株式

であります。なお、当社は単元株制度は採用しておりません。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

  

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日 
－ 24,580 － 456,320 － 408,562

　

(5) 【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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(6) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　　1,050 －

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 　　23,530 23,530 同上

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 24,580 － －

総株主の議決権 － 23,530 －

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

アークランドサービス

株式会社

東京都千代田区神田佐久間

町一丁目８番地４ニュー千

代田ビル５階

1,050 － 1,050 4.27

計 － 1,050 － 1,050 4.27

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 90,000100,200105,000124,000117,800149,600159,100159,900148,200

最低（円） 81,50083,10093,20096,000102,800114,600133,400143,400137,000

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,016,517 868,055

売掛金 377,152 286,134

商品 40,291 66,820

原材料 18,210 24,517

その他 182,282 232,039

貸倒引当金 △1,300 △1,600

流動資産合計 1,633,154 1,475,967

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 947,675

※
 960,286

その他（純額） ※
 200,023

※
 211,539

有形固定資産合計 1,147,698 1,171,826

無形固定資産 5,807 10,804

投資その他の資産

敷金及び保証金 914,168 890,839

建設協力金 432,358 411,850

その他 104,585 111,421

投資その他の資産合計 1,451,112 1,414,111

固定資産合計 2,604,618 2,596,742

資産合計 4,237,773 4,072,710

負債の部

流動負債

買掛金 304,283 370,325

未払法人税等 74,277 173,935

賞与引当金 20,425 －

その他 375,228 392,947

流動負債合計 774,214 937,208

固定負債

受入保証金 305,867 297,831

その他 10,990 13,915

固定負債合計 316,857 311,746

負債合計 1,091,072 1,248,955
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 456,320 456,320

資本剰余金 408,562 408,562

利益剰余金 2,360,718 2,037,622

自己株式 △78,750 △78,750

株主資本合計 3,146,851 2,823,755

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △150 －

評価・換算差額等合計 △150 －

純資産合計 3,146,701 2,823,755

負債純資産合計 4,237,773 4,072,710
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 6,137,338

売上原価 2,568,112

売上総利益 3,569,226

販売費及び一般管理費 ※
 2,901,642

営業利益 667,583

営業外収益

受取利息 5,456

協賛金収入 19,977

その他 9,803

営業外収益合計 35,237

営業外費用

現金過不足 1,246

その他 8

営業外費用合計 1,255

経常利益 701,566

特別利益

店舗等解約補償金 6,590

固定資産受贈益 5,707

その他 300

特別利益合計 12,598

特別損失

固定資産除却損 13,975

店舗閉鎖損失 64,962

その他 134

特別損失合計 79,072

税引前四半期純利益 635,092

法人税、住民税及び事業税 227,441

法人税等調整額 37,494

法人税等合計 264,936

四半期純利益 370,156
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,092,376

売上原価 863,526

売上総利益 1,228,850

販売費及び一般管理費 ※
 996,474

営業利益 232,375

営業外収益

受取利息 1,860

協賛金収入 1,113

その他 2,672

営業外収益合計 5,646

営業外費用

現金過不足 335

その他 8

営業外費用合計 343

経常利益 237,678

特別利益

店舗等解約補償金 3,000

特別利益合計 3,000

特別損失

固定資産除却損 6,433

店舗閉鎖損失 16,353

その他 134

特別損失合計 22,920

税引前四半期純利益 217,757

法人税、住民税及び事業税 46,399

法人税等調整額 44,461

法人税等合計 90,860

四半期純利益 126,896
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 635,092

減価償却費 124,691

固定資産除却損 13,975

店舗閉鎖損失 64,962

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,425

受取利息 △5,456

売上債権の増減額（△は増加） △91,017

たな卸資産の増減額（△は増加） 32,909

その他の資産の増減額（△は増加） 64,981

仕入債務の増減額（△は減少） △66,041

その他の負債の増減額（△は減少） △43,215

その他 △12,464

小計 738,841

利息の受取額 41

法人税等の支払額 △326,070

営業活動によるキャッシュ・フロー 412,813

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △131,437

敷金及び保証金の差入による支出 △141,722

その他 36,348

投資活動によるキャッシュ・フロー △236,811

財務活動によるキャッシュ・フロー

預り保証金の受入による収入 25,400

預り保証金の返還による支出 △5,879

配当金の支払額 △47,060

財務活動によるキャッシュ・フロー △27,539

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 148,462

現金及び現金同等物の期首残高 868,055

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,016,517
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

会計処理基準に関する事項の

変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、最終仕入原価法によってお

りましたが、第１四半期会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業会

計基準第９号　平成18年７月５日）が適用

されたことに伴い、最終仕入原価法による

原価法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）により

算定しております。

　なお、この変更による損益への影響は軽微

であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

固定資産の減価償却費の算定

方法

　定率法を採用しているものについては事

業年度に係る減価償却費の額を期間按分す

る方法としております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社の機械装置の耐用年数については、第１四半期会計期

間より、法人税法の改正を契機として見直しを行い、改正後

の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。なお、こ

の変更による損益への影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成20年12月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、924,107千円であり

ます。   

※　有形固定資産の減価償却累計額は、859,024千円であり

ます。

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与・賞与・雑給 1,159,334千円

賃借料 574,659 

賞与引当金繰入額 20,425 

　

 

当第３四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与・賞与・雑給 414,187千円

賃借料 196,029 

賞与引当金繰入額 △13,647 

　

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,016,517千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － 

現金及び現金同等物 1,016,517千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年９月30日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　24,580株

  

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　 1,050株

  

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年３月27日

定時株主総会
普通株式  47,060 2,000　 平成20年12月31日平成21年３月30日利益剰余金
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（有価証券関係）

　有価証券は当社の事業の運営において重要なものでないため記載を省略しております。  

 

（デリバティブ取引関係）

　当社は、デリバティブ取引を行っておりませんので該当事項はありません。 

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 133,731.46円 １株当たり純資産額 120,006.59円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15,731.25円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 5,392.97円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 370,156 126,896

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 370,156 126,896

期中平均株式数（株） 23,530 23,530

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第３四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　　著しい変動がないため記載を省略しております。

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月６日

アークランドサービス株式会社

取締役会　御中

あらた監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 萩森　正彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアークランドサービ

ス株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの第17期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、アークランドサービス株式会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって

終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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